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1. はじめに 

持続可能で QOL の高い都市の実現に向けて，歩い

て暮らせる集約型の都市構造としてウォーカブルシ

ティのコンセプトが推進されている．しかし，集約型

の都市構造は，被災や感染のリスクを高めることから，

QOL を低下させることが懸念される．このことから，

歩行と QOL の関係を考える上では，包括的な要素を

考慮する必要がある． 

そこで本研究では，歩行－QOL－防災の関係構造

をテキストマイニングから明らかにすることを目的

とする．まず，文献レビューより，これらの関係構造

のベースを整理する．そして，この関係構造のパスを，

テキストマイニングを用いて検証する． 

2. 関係構造の文献レビュー 

歩行，QOL，災害に関する文献レビューを行い，こ

れらの関係構造について整理した（図-1）．  

(1) 歩行と QOL の関係 

歩行と QOL の関係は，健康について一般的である

が，これはマズローの欲求段階 1)にあるように，自己

の欲求から他己を介した欲求まで幅広い．日本の健康

増進の基本方針 2)の中では，健康向上において歩行と

地域のつながりの重要性が明記されている．Curl and 

Mason3)は，夜の歩行安全性と，地域の商業施設や公

園の多さが，高齢者の歩行量を増やし，精神的な健康

を向上させることを示している．また，Shannon et al.4)

は，歩いて行ける近隣に多様な目的地が存在する人ほ

ど，地域の人々を信頼し，地域活動に活発に参加する

ことを示している． 

(2) QOL と防災の関係 

QOL と防災の関係について，藤見ら 5)は，地域コミ

ュニティと防災意識の関係を分析している．この結果，

都市部に比べて中山間地域で，近所付き合いの程度や

地域活動への参加頻度が防災意識と関係がより強い

ことを示した．また，QOL と感染症の関係について，

COVID-19 流行下のメンタルヘルスのガイドライン 6)

では，感染症によって発生するストレスへの対策とし

て，自身の健康管理に加え，地域コミュニティの交流

の維持が有効であることを指摘している． 

3. テキストデータの収集 

本研究では，歩行，QOL，防災がどのように関係し

ているのかを明らかにするために，テキストマイニン

グを行った．分析対象とするテキストデータは，歩行，

QOL，災害に関する研究文献のタイトルと要約とし

た．この分析では，文献レビューより整理した関係構

造に対して，どの関係（パス）の分析が多いか少ない

かを定量的に分析する．分析手法としては，テキスト

データ内の単語の出現頻度と単語間の関係性を表す

共起ネットワーク分析を用いた．共起ネットワークで

は，単語間の関係がより強い単語群は，サブグラフと

して分類される．本研究では，サブグラフの特徴をネ

ットワークの媒介中心性の高い語で特定し，このサブ

グラフ間のつながりにより注目した． 

対象のテキストデータについては，文献データベー

スである J-STAGE の検索機能を用いて，「歩行 空

間」，「生活の質 空間」，「災害 空間」のキーワード

で該当した文献を収集した．キーワードについては，

都市構造に関して注目するため，各単語に空間をつけ

て検索した．なお，QOL については，日本語の文献

数が少なかったため，生活の質の単語を用いて検索し

た．ここで，対象文献については，検索フィルターを

用いて，「資料種別=ジャーナル，査読有無=査読あり，

認証=オープンアクセス，分野=建築・土木工学」に限

定した文献を対象とした． 

具体的な整理手法としては，①生活の質の共起図に

出現した主なサブグラフの関係構造を整理，②歩行と

災害の共起図を作成し生活の質との共通語を抽出，③

図-1 歩行，QOL，自然災害，感染症の関係構造 
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生活の質の共起図に歩行と災害と共通語の多いサブ

グラフとの関係を追加，の手順で整理した． 

4. テキストデータによる関係分析 

生活の質に関連する文献を対象とした共起ネット

ワーク分析の結果を図-2 に示す．生活の質に関する

テキストマイニングの結果では，健康・介護が，住民・

組織を通して地域・社会，と繋がる結果が見られた．

また，土地利用や公共交通といったインフラの空間要

素も，地域・社会と繋がる結果となった． 

同様に，歩行と災害に関するテキストマイニングの

結果を図-3，図-4 に示す．この結果，生活の質の主な

構成要素である，地域・社会，住民・組織，土地利用，

公共交通が全てに共通して見られた．健康・介護も，

生活の質と歩行に共通している．これより生活の質の

構成要素は，歩行と災害にも大きく関係していること

が示された． 

これらを踏まえて，歩行，生活の質，災害の関係構

造を整理した（図-5）．この結果，上記以外にも，災

害と歩行について，避難や歴史といった観点で繋がっ

ていることが示された．ただし，これらの共通語は，

必ずしも同じ意味で使われているとは限らず，前後の

文脈を踏まえた検討が必要である． 

5. まとめ 

本研究では，歩行－QOL－防災の関係構造につい

て，テキストマイニングを用いて分析した．この結果，

生活の質は，健康・介護，住民・組織，地域・社会の

繋がりで構成されており，公共交通や土地利用のイン

フラとの関係も大きい．また，この関係は歩行と災害

との間にも見られた．よって，これらを統合した包括

的な構造の分析が重要と考えらえる． 
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図-3 歩行に関するテキストマイニングの結果 

図-5 共起図を用いた歩行-QOL-災害の関係 

図-2 生活の質に関するテキストマイニングの結果 
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